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　壬生町では、台風18号の影響により、9月9日から10日にかけて、断続的に豪雨が続き、町消防
団をはじめ多くの皆様のご協力をいただきながら、全庁的に対応してまいりました。
　大雨洪水警報の発表を受け、避難所設置等の対策を実施し、9月10日　0時20分に気象庁から「特
別警報」が発表されましたことから、災害対策本部を設置し、最大限の警戒体制をとってまいり
ました。15：10に避難勧告、避難指示は解除となりました。
　今回、被害にあわれた方々には、心よりお見舞い申し上げますとともに、町では、一刻も早い
復旧に向け、被害状況の確認や復旧作業を行っておりますので、皆様方のご理解とご協力をお願
いいたします。

壬生町長　小菅　一弥

平成27年 9月
関東・東北豪雨による

被害について
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以下の方々から、災害復興や被災者援助のために支援金を頂いております。
大変ありがとうございました。謹んでお礼申し上げます。

　ふるさと応援寄附金は寄附申し出があった皆様の意向に
より、町の災害復旧費用に充てる予定となっております。
また、一緒に寄せられた壬生町への応援メッセージにつき
ましては、壬生町公式ＷＥＢページに掲載させていただい
ております。
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（敬称は略させていただきます）

第29回壬生町健康
ふくしまつり壬生町
社会福祉協議会

壬生町社会福祉協
議会募金箱分

※11月９日現在
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連
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「みぶブランド」とは、
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壬生町みぶブランド認定について

　壬生町の資源や地域特性を活かし
た優れた商品や製品、特産品を「み
ぶブランド」として認定し、町内外
に情報発信を行うことにより、本町
の知名度向上及び地域経済の発展に
寄与することを目的としています。

みぶブランド認定みぶブランド認定
　10月15日(木)役場正庁で、平成

２７年度みぶブランド認定証授与式

が行われ、４社８品が認定となりま

した。

　授与式には、各社の代表者たちが

出席し小菅一弥町長から認定証が手

渡されました。

みぶブランド認定みぶブランド認定

山椒入り
おかずごぼう

栃木産
田舎らっきょう

国産
ぶっかけおかず生姜

㈱すが野
壬生町壬生甲3127　TEL.0282ー82ー0074

認定期間　平成27年10月15日～平成31年３月31日
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壬生町役場　商工観光課
電話0282-81-1844　ＦＡＸ0282-82-1107

問い合わせ先
メール　keizai@town.mibu.tochigi.jp

そば菓子工房　casico（かしこ）
壬生町下稲葉874　TEL.0282ー82ー4473

㈲天志古商店
壬生町上稲葉1761ー3　TEL.0282ー82ー0101

㈱松屋和菓子店
壬生町安塚2284－１
TEL.0282ー86ー0051

そば粉のマフィンオソバチップス

たまり味噌・一年仕込五年味噌のだいこん一本漬

安塚のいわねさん
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バルーンリリース　飛んでけー！

ヒーローショーは今年も大人気

　
10
月
25
日
に
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
シ

ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
58
団
体

の
協
力
の
も
と
、
「
第
29
回
壬
生
町
健
康
ふ

く
し
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
幸
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
暖
か
な
絶
好

の
ま
つ
り
日
和
に
な
っ
て
、
約
５
、０
０
０
人

も
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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唱
で
始
ま

り
、
「
保
健
・
福
祉
事
業
功
労
者
」
「
３
歳
児

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
親
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
」
「
高
額
寄
付
者
」
へ

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ

ニ
ー
の
最
後
に
は
来
場
し
た
子
供
た
ち
に
よ
る

エ
コ
風
船
の
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
色
と
り
ど

り
の
風
船
が
、
澄
ん
だ
秋
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

腹
話
術
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
円
仁
太
鼓
な
ど
の
他
、
今
回
初
め
て
の
試

み
と
し
て
「
大
人
の
ラ
ジ
オ
体
操
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、

「
健
康
大
学
」
卒
業
生
や
「
保
健
委
員
」
が
ス

テ
ー
ジ
や
会
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
い
、

入
場
者
や
参
加
団
体
も
巻
き
込
ん
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
１

階
ホ
ー
ル
で
町
医
師
会
の
講
演
会
「
腎

臓
の
は
な
し
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の

聴
衆
を
集
め
ま
し
た
。
ま
た
、
「
骨

密
度
測
定
」
や
「
歯
科
相
談
」
、
「
食

事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
も
多
く
の

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
２
階
は
子
供
た
ち
の
為
の
コ
ー
ナ

ー
が
中
心
で
、
「
こ
ど
も
の
身
体
測
定
」

や
「
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り
」
、
「
食
事

マ
ナ
ー
マ
ス
タ
ー
を
め
ざ
そ
う
！
」

な
ど
が
人
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
屋
外
会
場
で
も
各
模
擬
店
は
沢
山

の
人
で
賑
わ
い
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で

は
車
い
す
、
手
話
、
点
字
な
ど
の
体
験
を
す
る

方
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
屋
外
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
か
ら
は
、
常
に
子
供
た
ち
の
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
は
別
会
場
と
し
て
、
武
道
館
で

「
体
力
測
定
」
を
催
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
も

１
０
０
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
の
運
営
に
は
、

例
年
の
中
学
生
に
加
え
て
高
校
生
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
案

内
や
受
付
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に
扮
し
て
の
子
供
た

ち
と
の
交
流
に
と
活
躍
し
、
来
場
者
か
ら
声
が

掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
大
好
評
で
し
た
。



9

壬
生
町
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
　
（
敬
称
略
）

食事マナーマスターをめざそう！ ミーナちゃん大好き！ 「体力測定」の様子

町保育園児のキッズダンス

町医師会講演会「腎臓のはなし」 大人のラジオ体操

表彰式の様子

◎
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰

○
保
健
功
労
者

●
母
子
保
健
衛
生
部
門

　
粂
川
　
智
恵
　
　
人
見
　
寿
子

●
栄
養
改
善
部
門

　
大
橋
美
和
子
　
　
野
村
　
幸
子

　
本
多
　
成
子
　
　
山
口
　
彰

　
若
色
　
ヒ
サ
　
　
永
沼
　
盈
子

●
清
掃
事
業
・
廃
棄
物
部
門

　
緑
町
３
・
４
丁
目
育
成
会

○
福
祉
功
労
者

●
障
が
い
者
援
護
功
労
者
部
門

　
須
藤
　
清
司
　
　
神
永
　
誠
司

●
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
部
門

　
戸
室
　
栄
里

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
部
門

　
高
木
　
房
子
　
　
温
井
　
櫻
子

◎
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者
表
彰

◆
最
優
秀
　
　
家
　
香
麟

◆
優
　
秀
　
越
路
　
良
一

◆
優
　
良
　
臼
井
　
柚

　
　
　
　
　
鈴
木
　
優
衣

　
　
　
　
　
戸
　
　
優
哉

◎
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
賞
者
表
彰

◆
最
優
秀
　
湯
澤
頼
汰
郎
・
志
帆
美

◆
優
　
秀
　
関
口
　
心
暖
・
真
弓

◎
社
会
福
祉
協
議
会
高
額
寄
付
者

　
表
彰

○
15
万
円
以
上
の
寄
付
者
　
　
　 

　
日
産
自
動
車（
株
）栃
木
工
場

　
安
田
　
知
子

　
集
い
に
し
か
た

　
壬
生
町
歌
謡
会

○
15
万
円
相
当
以
上
の
物
品
寄
付
者

　
五
家
英
子
と
み
ん
な
で
楽
し
く

　
踊
ろ
う
会

く
め 

か
わ          

ち   

え
　             

ひ
と  

み          
ひ
さ  

こ

お
お 

は
し  

み    

わ    

こ
　               

の  

む
ら        

さ
ち  

こ

ほ
ん   

だ          

せ
い   

こ
　             

や
ま  

ぐ
ち      

あ
き
ら

わ
か  

い
ろ
　                                

な
が 

ぬ
ま        

み
つ  

こ

  

ゆ  

ざ
わ  

ら
い   

た  

ろ
う
　   

し    

ほ    

み

せ
き  

ぐ
ち        

こ
こ  

の
　        

ま  

ゆ
み

  

す   

ど
う         

き
よ   

し
　              

か
み  

な
が        

せ
い   

じ

  

と   

む
ろ        

ひ
で 

さ
と

た
か   

ぎ         

ふ
さ  

こ
　             

ぬ
く  

い        

ち
ぇ
り 

こ

 

か
く  

や           

か  

り
ん

こ
し   

じ        

り
ょ
う
い
ち

う
す   

い          

ゆ
ず

す
ず   

き          

ゆ    

い

 

と   

さ
き        

ゆ
う   

や

躍動！トレジャーズ
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た   

な
か
さ
く 

ぞ
う

　
10
月
３
日
、
犯
罪
や
交
通
事
故

の
な
い
、
明
る
く
豊
か
に
暮
ら
せ

る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
壬
生
町
・
壬
生
町
交

通
安
全
協
会
（
田
中
作
蔵
会
長
）
・

壬
生
町
防
犯
組
合
連
絡
協
議
会
（
森

島
淳
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第
９

回
壬
生
町
安
全
・
安
心
町
民
大
会
」

が
壬
生
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
末
の
栃
木
県
内
の
交

通
事
故
発
生
件
数
は
、
４
、１
０

８
件
と
昨
年
に
比
べ
70
件
減
少
し
、

身
近
な
犯
罪
発
生
状
況
も
、
４
、

４
７
９
件
と
昨
年
度
に
比
べ
、
３

３
９
件
減
少
し
ま
し
た
。

　
当
町
の
８
月
末
現
在
の
交
通
事

故
に
お
い
て
は
、
昨
年
と
比
べ
負

傷
者
数
は
80
名
と
２
名
増
と
な
り

ま
し
た
が
発
生
件
数
は
８
件
減
の

61
件
、
交
通
事
故
死
者
は
平
成
26

年
４
月
以
降
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
当
町
で
発
生
し
て
い
る

８
月
末
現
在
の
身
近
な
犯
罪
件
数

は
、
76
件
と
去
年
に
比
べ
22
件
減

少
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
未
だ
自
動
車
や
自
転
車
の
盗

難
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
大
会
を

契
機
に
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

づ
く
り
の
意
識
を
高
め
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
抑
止
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
命

尊
重
を
理
念
と
し
、
明
る
く
住
み

良
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
の
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労
者

や
交
通
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー
及
び
交

通
安
全
作
文
・
安
全
マ
ッ
プ
入
選

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
外
、
稲
葉

小
学
校
３
年
・
梁
島
大
夢
さ
ん
、

稲
葉
小
学
校
６
年
・
木
村
愛
実
さ

ん
、
壬
生
中
学
校
３
年
・
長
嶋
伶

奈
さ
ん
の
３
名
が
交
通
安
全
作
文

の
最
優
秀
賞
受
賞
者
と
し
て
、
作

文
の
朗
読
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

壬
生
小
学
校
合
唱
部
・
壬
生
東
小

学
校
合
唱
部
が
「
ふ
る
さ
と
」
な

ど
を
合
唱
し
、
盛
大
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
中
ホ
ー
ル
で
は

ポ
ス
タ
ー
や
作
文
の
展
示
が
行
わ

れ
、
防
犯
組
合
役
員
に
よ
る
防
犯

ク
イ
ズ
・
ぬ
り
え
や
、
交
通
安
全

母
の
会
に
よ
る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、

県
く
ら
し
安
全
安
心
課
職
員
に
よ

る
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
大
変
好

評
で
し
た
。 

も
り

し
ま
あ
つ
し

や
な 

し
ま  

ひ
ろ  

む

き   

む
ら 

ま
な   

み

な
が 

し
ま 

れ
い

な
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壬生町　　　　　 町民大会壬生町　　　　　 町民大会安全安心安全安心壬生町　　　　　 町民大会安全安心
　　

澤
田
　
久
枝
　
　
早
乙
女
　
信
之
　

　
刀
川
　
孝
子

　
中
岡
　
好
男
　
　
中
沢
　
三
枝
子

　
永
野
　
春
男
　
　
樋
口
　
弘
隆

　
社
会
福
祉
法
人
共
育
会
　
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
保
育
園

　
細
谷
　
和
孝

　
○
最
優
秀
賞

　
　
内
山
梨
乃
愛
（
安
塚
小
１
年
）

　
　
大
山
　
羽
美
（
睦
小
２
年
）

　
　
諸
岡
　
莉
乃
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
江
田
　
采
可
（
稲
葉
小
４
年
）

　
　
角
野
　
環
　
（
壬
生
小
５
年
）

　
　
後
藤
　
沙
羽
（
稲
葉
小
６
年
）

　
　
井
田
妃
奈
乃
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
細
井
　
壮
志
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
中
川
　
寧
々
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
上
田
　
琴
子
（
壬
生
北
小
１
年
）

　
　
臼
井
茉
璃
奈
（
壬
生
北
小
１
年
）
　

　
　
手
塚
　
美
緒
（
壬
生
小
２
年
）
　

　
　
綱
島
　
優
衣
（
壬
生
東
小
２
年
）

　
　
藤
原
　
楓
花
（
壬
生
小
３
年
）

　
　
葭
葉
　
天
音
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
　
村
　
　
空
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
瓦
井
　
寿
々
（
安
塚
小
４
年
）

　
　
藤
田
　
将
人
（
壬
生
小
５
年
）

　
　
黒
川
　
綾
斗
（
藤
井
小
５
年
）

　
　
佐
伯
　
愛
美
（
壬
生
小
６
年
）

　
　
篠
原
　
舞
穂
（
壬
生
東
小
６
年
）

　
　
石
川
　
珠
希
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
野
村
　
真
由
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
武
内
万
由
子
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
飯
塚
　
理
沙
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
篠
崎
　
莉
奈
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
飯
塚
　
奏
介
（
壬
生
東
小
１
年
）

　
　
黒
川
陽
海
斗
（
藤
井
小
２
年
）

　
　
吉
野
　
美
佳
（
壬
生
東
小
３
年
）

　
　
寺
内
　
空
来
（
藤
井
小
４
年)

　
　
小
野
　
夢
奈
（
安
塚
小
５
年)

　
　
前
田
　
美
咲
（
睦
小
６
年
）

　
　
渡
邊
な
つ
み
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
村
上
　
琴
海
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
粂
川
寿
恵
莉
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
渡
辺
　
麻
央
（
稲
葉
小
１
年
）

　
　
小
菅
　
雄
笙
（
稲
葉
小
１
年
）

　
　
相
澤
　
佑
哉
（
稲
葉
小
２
年
）

　
　
荒
川
　
雲
雀
（
稲
葉
小
２
年
）

　
　
白
川
　
颯
姫
（
安
塚
小
３
年
）

　
　
前
原
　
遙
人
（
稲
葉
小
３
年)

　
　
尾
竹
　
真
隆
（
藤
井
小
４
年)

　
　
佐
藤
　
莉
彩
（
壬
生
東
小
４
年)

　
　
今
泉
　
莉
緒
（
壬
生
小
５
年)

　
　
鈴
木
　
楓
　
（
壬
生
小
５
年)

　
　
　
山
　
翔
吾
（
壬
生
小
６
年)

　
　
竹
越
ひ
よ
り
（
壬
生
小
６
年)

　
　
星
　
　
翔
真
（
壬
生
中
１
年
）

　
　
田
村
　
恵
　
（
南
犬
飼
中
１
年)

　
　
イ
バ
　
成
　
ジ
ェ
イ
ク
（
壬
生
中
２
年
）

　
　
神
山
　
優
華
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
加
藤
　
悠
香
（
南
犬
飼
中
３
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
梁
島
　
大
夢
（
稲
葉
小
３
年
）

　
　
木
村
　
愛
実
（
稲
葉
小
６
年
）

　
　
長
嶋
　
伶
奈
（
壬
生
中
３
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
青
木
　
愛
　
（
壬
生
小
２
年
）

　
　
山
口
　
和
香
（
羽
生
田
小
３
年
）

　
　
刀
川
虎
太
郎
（
壬
生
北
小
４
年
）

　
　
金
田
　
恒
幸
（
安
塚
小
６
年
）

　
　
杉
山
　
京
香
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
　
江
田
　
朱
里
（
壬
生
中
２
年
）

　
○
最
優
秀
賞

　
　
朝
日
　
柚
花
（
睦
小
１
年
）

　
　
大
関
　
彩
恵
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
○
優
秀
賞

　
　
大
栗
　
那
月
（
壬
生
東
小
１
年
）

　
　
中
嶋
　
希
愛
（
稲
葉
小
１
年
）

　
　
寺
内
　
漣
（
安
塚
小
２
年
）

　
　
大
橋
　
ひ
め
（
安
塚
小
３
年
）

　
　
平
石
　
朋
希
（
安
塚
小
５
年
）

　
　
風
越
　
実
優
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
　
佐
山
　
友
唯
（
南
犬
飼
中
３
年
）

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞
者

（
敬
称
略
）

交
通
安
全
功
労
団
体
表
彰
受
賞
団
体

（
敬
称
略
）

防
犯
ポ
ス
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12／19日　・20日 時間：9：00～16：00
会場：城址公園ホール
　　　（壬生中央公民館）

土 日

■第26回 壬生町消費生活展
　

※ 販売した益金の一部を社会福
　 祉協議会へ寄付させていただ
　 きます。

ご家族おそろいでお出かけください。入場無料！！

実習コーナー

テーマ

■お茶席

…19（土）・20（日）　9：00～16：00
（壬生町消費者友の会）
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■ステージ部門発表会



問合せ先　町税務課　収税係　　８１－１８１６

納税・滞納処分Ｑ＆Ａ

県内一斉の取組

納税は納期内に

差押えの強化

納付困難な事情がある場合には相談を

平成27年11月～12月平成27年11月～12月

こんな話をよく聞きます

Q1　借金があるから税金が払えない
答　法律には、税金は全ての債務（借金含む）に優先すると定めてあり、個人債務よりも税金が優先されます。（地方税法第14条）
Q2　いきなり財産を差し押さえられた、あんまりではないか
答　税は納期内納付が大原則です。督促状発送日から10日を経過した日までに完納しない時は「差し押さえをしなければならない」と明
示してあります。（国税徴収法第47条）

Q3　個人の財産を勝手に調べて差し押さえられた、プライバシーの侵害だ
答　税金を滞納すると、国税徴収法・地方税法に基づき財産すべてに対する調査権限が発生します。この権限により調査を受けた金融機
関等の関係機関は、協力しなければなりません。また、財産の調査は、個人情報保護法に一切抵触しません。

Q4　差し押さえ前に自宅訪問しないのか
答　差し押さえ等をするにあたり、自宅訪問して納税を催告する行政サービスは原則として行いません。差し押さえ等が行われるまでには、
必ず事前に督促状などの通知が送付されています。

Q5　小額滞納なのに差し押さえるのか
答　金額の大小に関わらず差し押さえ等を行います。「小額の滞納だから差し押さえられないはず…」といった考えはお止めください。
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　　納税の公平と税収の確保のため、11～12月を「地方税滞納整理強化月間」として、栃木県との協働により、県内一斉に徴
収の強化に取り組みます。

　町が提供する、福祉や教育をはじめ様々なサービスは、町税が主な財源の一つです。町税の滞納は、町の財政を圧迫し、町
民サービスに支障をきたすことになりかねません。そして何より、納付の遅れは、納期内に税金をきちんと納めている大多数
の皆さんとの公平性を欠くことになります。また、督促状の送付などに余分な税金を使うことにもなります。そのため、町では、
収入や財産がありながら町税を納付しようとしない滞納者に対して滞納処分（差押え等）を強化しています。
※町県民税特別徴収義務者（事業所）の方へ
　栃木県では、平成27年度、町県民税特別徴収義務者の一斉指定を行いました。納入が遅れると、従業員の方に迷惑が掛かる
こともあります。必ず毎月10日の納期限を守りましょう。

　税金を納期限までに納めなかった方には、督促状が送付されます。督促状が発送された日から起算して10日を経過した日ま
でにその税金を完納しなかったときには、町は滞納者の財産（預貯金、生命保険、不動産、給料、自動車、動産〈電化製品や

美術品、貴金属等〉）を差し押さえなければならないことが法律で定められてい
ます。
財産調査には、滞納者の自宅などの捜索（写真）があり、捜索により発見された
財産は、差し押さえられます。「捜索」とは、税を徴収する職員に認められた権
限で、裁判所の令状は不要です。
また、自動車のタイヤロックを行う場合もあります。タイヤロックとは、差し押
さえた自動車を運行、使用させないための措置（国税徴収法第71条）で運行不能
状態にするものです。

　病気や失業、事業の廃止、災害にあったなど、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが困難な方は、納期
内に町税務課収税係にご連絡ください。生活状況等をお聞きしたうえで、徴収の猶予などをすることができます。事情により
納付が困難な場合には、そのまま放置せずに、まずはご連絡ください。

〈壬生町での捜索の様子〉

○壬生町水道施設維持管理業務
○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務

○日本下水道協会賛助会員 ○日本下水道処理施設管理業協会会員 ○東京商工会議所会員

セントラル工業株式会社 
昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績

本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比須OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

○壬生町水道施設維持管理業務
○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務

○日本下水道協会賛助会員 ○日本下水道処理施設管理業協会会員 ○東京商工会議所会員

セントラル工業株式会社 
昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績

本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比須OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

　「広報みぶ」に、お店や会社のPR、事業やイベントの宣伝など、
町民の暮らしに役立つ広告を有料で掲載しませんか？
　「広報みぶ」は壬生町民の皆さんに広く親しまれており、広告
を掲載するには最適なメディアです。ぜひご活用ください。
　町ホームページへのバナー広告掲載も随時募集しています。
　詳しくは下記URLをご覧ください。
　http://www.town.mibu.tochigi.jp/koukoku.html

広告募集
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健康なすいみんとは　～眠りのメカニズム～

減 塩減 塩 健康だし健康だし健康だし健康だし

　10月3日の教室では、足利工業大学 睡眠科学
センター長の 小林敏孝教授をお迎えして、ご講
義をいただきました。（テーマは表題のとおり）
　睡眠は生活リズムの一環ですが、質のよい睡
眠をとるには、昼間の過ごし方（活動）がとて
も大切だとのお話でした。また、レム睡眠の時
に見る「夢」や体内時計のしくみ についても興
味深く、皆さん、熱心に聴講されました。

　日本の伝統的食文化には、だしのうま味 を用いて 素材の持ち味を
生かした料理がたくさんあります。
　一般に、昆布・かつお節・煮干し・干しいたけ 等の 天然だしを用
います。
これらに、うまみ成分の グルタミン酸やイノシン酸・グアニル酸が含
まれ、さらに組み合わせて使うことで、味の相乗効果が得られます。
　また、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　味覚の形成は３歳ごろまでといわれ、小さい頃から 天然のだしのうま味と豊かな香りを知って
いると、食物のほんとうの美味しさがわかるようになるそうです。うま味は、味付けを薄くしても、
おいしさを感じることができ、高血圧など塩分過多による生活習慣病の予防にもなるのです！
◆  まずは、みそ汁を作る時に、煮干し（いりこ）で だしをとってみましょう。
　だしをとるのは面倒という方も、いりこ なら、取り除いたり、こす必要もありません。もちろん、
そのまま具として いっしょに食べることもできます。
　煮干しには、日本人に不足しやすいカルシウムや鉄分、亜鉛などのミネラルやビタミンＢ群、
そして、ＤＨＡなどの優れた脂肪酸が含まれています。海の物ですからナトリウム（塩分）も含
みますが、カリウムもあります。カリウムは塩分の排泄を促す働きをします。
◆  だし をとった後の 昆布やかつお節・いりこは、海苔やごま・桜えび等といっしょに フライ
パンでカラカラに炒ると、添加物なしの ふりかけ ができ上がります。　　　　　　　　　　　
　　　◆  さて、壬生町の特産物 「かんぴょう」は食物繊維やカリウム等のミネラルのほかに、
グルタミン酸（うまみ成分）を含んでいるので、 だし としての用途もあるそうです。
無漂白のものは、かんぴょう本来の風味があり、そのもどし汁や煮汁を活用して、郷土料理を創
作してみるのも楽しいでしょう　 (^o^)／

天然だし を活用すると「減 塩」につながります！

地元と共に まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

鈴木自動車販売株式会社
ロータスクラブ壬生車検センター

スズキ販売壬生

フリーダイヤル　0120-12-0798

新車・中古車販売 くるま市店

スタンドスズキ
オートサービス安塚給油所

鈴木輪業
サイクル＆モーターショップ

壬生町安塚1170-6
TEL：（86）0798
FAX：（86）0903

壬生町安塚793-18
TEL：（86）3188
FAX：（86）3172

壬生町安塚874-3
TEL：（86）0386
FAX：（86）0368

壬生町安塚1935
TEL：（86）0012
FAX：（86）1356
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平成27年度「地域力ＵＰ
スマイルトーク」を開催

みぶハイウェーパークで広報活動
壬生町交通安全母の会

　壬生町自治会連合会（会長：山本忠男）では、地域の
リーダーとして活躍する自治会長と小菅町長をはじめと
する町執行部による意見交換会として、「地域力ＵＰス
マイルトーク」を、南犬飼地区公民館（10月１日・木）
と城址公園ホール（10月２日・金）で開催しました。
当日は、山本会長を座長として、現在の町の状況等につ
いて町執行部から報告をいただいた後、参加した全自治
会長からの地元自治会の現状についての報告に対する意
見交換、そして、多くの自治会で抱える共通課題の解決
に向けたフリートークを実施しました。
町自治会連合会では、今回の懇談会を通して把握できた
各自治会の現状をもとにしながら、自治会間の連携強化
を図るとともに、町との協力支援体制をより強化し、魅
力ある壬生町の実現に向け取り組んでいきます。

　１０月１０日（土）、みぶハイウェーパークにて、壬生町
交通安全母の会（大垣光枝会長)が広報活動を行いました。
町内だけでなく町外の交通安全も願い、交通安全広報チラシ
や広報品を配布しました。当日は、みらい館のイベント開催
中であったことから、多くの来場者があり会員の皆さんは、
ひとり一人に交通安全を呼びかけていました。
壬生町交通安全母の会では、「交通安全は家庭から」をスロ
ーガンに日頃より交通安全意識を持ち、一件でも悲惨な交通
事故をなくすため、子ども達に交通祈願をした愛の鈴の配布や、
バルーンアートを行うなど広く広報活動を行っております。

地域安全運動で
街頭啓発活動を実施

　１０月１１日から２０日まで行われた全国地域安全運動に
合わせ、町内４地区防犯組合（壬生地区・稲葉地区・南犬飼
地区・睦地区）では、「自転車盗」や「特殊詐欺」等の身近
な犯罪を防止するため、町内のスーパーマーケット等において、
チラシや広報品を配布し、地域の犯罪防止を呼び掛けました。

秋の交通安全運動
町民総ぐるみ運動を実施

　　秋の交通安全運動が9月21日から30日までの10日間にわたり行
われ、「夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止」「後
部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底」「飲酒運転の根絶」「スピードダウン運動の推進」
を重点項目として街頭広報や啓発活動を行い、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーを促しました。

おおがきみつえ

壬生町交通安全母の会では、一緒に活動していただける方を
募集しております。
◎問合せ先　町民生部生活環境課くらし安心係　 81－1826



第２２回 高齢者交通安全のつどい
壬生町交通安全協会女性部

壬生町戦没者並びに消防殉職者合同慰霊祭

　　９月２８日（月）、壬生町保健福祉センターにて、
壬生町交通安全協会女性部（高山祐子部会長)が高齢
者交通安全のつどいを開催しました。
このつどいは、多発する高齢者の交通事故を未然に
防ごうと注意を呼びかける目的で行われたもので、
多くの高齢者の方の参加をいただきました。

　10月17日、東雲公園の北側にある慰霊碑前にて「壬生
町戦没者並びに消防殉職者合同慰霊祭」が執り行われました。
　この慰霊碑には、戊辰の役以来先の大戦に至るまでの戦
没者の方々、そして消防活動にて殉職されました方々のお
名前が刻まれています。
　天候が心配されましたが、式典のさ中には晴れ間が見え、
たくさんの遺族の方々が参列する中、町長の式辞、遺族会長・
消防団長など来賓の方の追悼の辞の後、参列者全員による
献花が行われました。
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平成２８年度の農業施策・予算に関する要望書を提出

毎月19日は 「食育の日」です！

　壬生町農業委員会（梁島源智会長）は、１０月２０
日に町長室を訪れ、要望書を提出しました。
　農業委員会では、農業者が意欲的・積極的に農業生
産と地域の活性化に取り組めるよう、耕作放棄地対策、
担い手育成対策、町農産物ＰＲ支援、農業者組織・新
規就農者支援、農業基盤の整備対策の５項目について
要望しました。
　また、町教育委員会に対しては、学校給食でのさら
なる米飯給食の回数増加や米粉パンの使用、地域の野
菜等を使用した「地産地消」の推進を要請しました。

たかやままさ こ

１０月１８日（日）、壬生町食生活改善推進員は スーパ
ーの店頭において食生活を見直してみましょうと声をかけ、
「食育の日」のPRとともにリーフレットの配布をしました。
『食べることは生きること』・・・栄養（素）のバラン
スがよく、望ましい生活リズムが整うと、免疫力もアッ
プし、これからの季節、風邪等を予防することができます。
また、「減塩」することに意識を向け実践すると高血圧
をはじめ、様々な疾患の予防につながります。

やなしまもとのり
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いきいき壬雷クラブ
スポーツ大会開催

ゆうがおスポーツクラブ５周年記念フェスティバル開催

　１０月１日、いきいき壬雷クラブ（毛塚重徳会長）主催による第３
８回スポーツ大会が、秋晴れの下、町総合運動場にて開催されました。
　町内３７単位クラブの会員が１４チームに分かれ、各競技に延べ１，
４００名を超える参加があり、町最大の高齢者のスポーツ大会となり
ました。来賓あいさつのあと、篠原正美さん（南犬飼地区）の力強い
選手宣誓で競技が始まりました。
　競技は、スプーンリレーや家族旅行など高齢者向けの趣向を凝らし
た内容となっており、おおいに盛り上がりました。またメリーランド
保育園から園児も競技に参加し、昼休みには「創作祭り太鼓」を披露。
クラブ会員は「かんぴょう音頭」の音楽に合わせて手踊りを披露し、
応援席からは大きな拍手と歓声が秋空に響いていました。

　１０月１０日（土）壬生町総合運動場体育
館において、総合型地域スポーツクラブ「ゆ
うがおスポーツクラブ」（会長　相田喜久夫）
主催の「５周年記念フェスティバル」を開催
しました。フラダンスや空手道など日ごろク
ラブで行われている８つの教室を行いました。
１００名を超える幅広い年齢層の方々に参加
していただき大変盛大に行われました。

第22回　地域安全グラウンドゴルフ大会開催
壬生町防犯組合連絡協議会

１０月１４日、壬生町総合運動場南グラウンドにおいて、壬生町
防犯組合連絡協議会（森島淳会長）主催による地域安全グラウン
ドゴルフ大会が開催されました。これは、高齢者を対象とした犯
罪が増加している中、地域安全・防犯意識の高揚を目的に開催し
たもので、壬生町グラウンドゴルフ協会の協力のもと、１００名
が参加し熱戦を繰り広げていました。
　休憩時間を利用して、栃木警察署　大森生活安全課長から身近
な犯罪防止や振り込め詐欺などの被害に遭わないための心構えに
ついて講話を受けたりと、地域の安全安心へ関心を高めました。

栃木県社会教育委員研修会は、栃木県内の社会教育委員が一堂に会し、
事例発表やグループ協議をとおして、栃木県の社会教育の振興充実に資
することを目的としています。
今回の研修会では、壬生町の社会教育委員である　田美代子氏が家庭教
育支援の分野の取組において事例発表を行いました。
　事例発表後のグループによる意見交換会では、他市町村の社会教育委
員の方々から、「壬生町の家庭教育への取り組みは素晴らしい」と賞賛
の声が多数あげられました。

あい だ  き  く  お

もりしまあつし

※いきいき壬雷クラブの加入単位クラブには、概ね60歳以上であればどなたで
　も入会できます。詳しくは、いきいき壬雷クラブ事務局　℡82－7899まで

け づかしげのり

「平成27年度　栃木県社会教育委員研修会」において
高田美代子氏が事例発表　　

しのはらまさみ
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北小でカブトムシの生態勉強
　９月３０日(水)、壬生北小で栃木県生物多様性アド
バイザーの大島菊夫さんによる、カブトムシの生態に
ついての講習会が行われました。
　これは北っ子の森に、カブトムシとクワガタの「カ
ブムシランド」を作ろうという事業の一環で行われた
もので、４年生を対象に、卵から誕生、幼虫の生活や
成虫への成長などについて、スライドショーや絵を交
えながら約一時間の講演が行われました。最後に希望
者にカブトムシの幼虫を配り、受け取った児童はとて
も喜んでいました。

さつまいもの収穫 なかよし農園
１０月１５日、稲葉地区公民館北側にある「なかよし農園」

において、いなば花と緑の郷づくり協議会（伊藤充哉会長）

のご協力のもと、稲葉小学校の２年生児童といなば保育

園の４、５歳児たちのさつまいも収穫体験が行われました。

６月１１日に苗植えを行ったさつまいもが大きく成長し

た姿に子どもたちは笑顔で収穫していました。

人権擁護委員に川崎利夫さん、早乙女美恵子さんが委嘱される
　川崎利夫さん、早乙女美恵子さんが平成27年10月１日付で法務大臣から人権擁護委員に委嘱されました。
　川崎さんは、人格見識が高く、社会生活上の豊富な知識を有し、現在家事調停委員として活躍されております。
　早乙女さんは、社会奉仕の精神を持って犯罪をした者の改善更生を助ける保護司として活躍されております。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権に関する悩みごとなどの相談に応じるほか、街頭啓発活動や小・中学生を対
象とした人権講話・ビデオフォーラムなどを通して、人権の大切さについての理解を深めてもらうなど、人権意識の
高揚にも務めています。

田んぼまわりの生き物調査
　　9月26日に羽生田地区の「夢・はにしの里協議会（川島芳之会長）」、
10月12日に下稲葉地区の「下稲葉・水と緑を守る会（中村正会長）」
による生き物調査が行われました。
　子どもたちは長靴を履き、網を持って水路に入ると、魚の捕まえ方
の指導を受けながら水中の生き物をたくさん採取しました。その後、
アドバイザー（羽生田地区：柳澤祥子氏、下稲葉地区： 二瓶義彦氏）
から捕獲した生き物についての説明を受け、調査の結果や感想を発表
しました。
　羽生田地区では、カワムツ・タモロコ・ムギツク・ドジョウ・カワ
ニナ・ヤゴなどが、下稲葉地区ではコイ・ナマズ・ヨシノボリ・タガメ・
ドブガイ・スジエビなどが観察でき、地域の自然に対する関心が深ま
る有意義なものとなりました。

かわしまよしゆき

なかむらただし

にへいよしひこやなぎさわさちこ

かわさきとし お                      そう  と   め   み   え   こ

いとうみつちか
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し
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論
語
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キ
ス
ト
『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
か
ら
、
章
句
を
紹

介
し
ま
す
。

教
育

文
化

ス
み
　
ぶ
ろ
ん
ご
　
こ
ぎ
 
し
ょ
う

毎
週
土
曜
日
朝
９
時
か
ら
10
時
ま
で
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
、
こ
の
『
壬
生
論
語

古
義
抄
』
を
使
っ
た
素
読
の
教
室
《
壬
生
論
語
古
義
塾
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ま
す
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。
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０
０
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。
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る
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一
言
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い
と
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ろ
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収
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ま
ず
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と
こ
ろ
は
ま
ね
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す
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こ
と
な
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そ
う
な
ら
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い
よ
う
に
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意
す
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と
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人
と
し
て
大
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生
き
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あ
る
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く
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ね
。
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命
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と
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て
世
界
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れ
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下
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塾
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松
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、
塾
生
一
人
一
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お
互
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の
良
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と
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伸
ば
し
合
い
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収
し
合
っ
て
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の
屋
台
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な
る
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晴
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し
い
人
材
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出
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そ
う
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よ
。
こ
の
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そ
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こ
と
ば
だ
ね
。
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ゆ　め

優姫ちゃん
（H21.８.22生）

あらかわ  き　ゆ

荒川嬉優ちゃん
（H25.11.12生）

し　ゆう

慈優ちゃん
（H24.３.２生）
（台宿）

だい き

大樹くん
（H24.11.６生）

まち  だ いち  か

町田一花ちゃん
（H21.11.22生）

せ  と  はる き

瀬戸晴希くん
（H26.11.21生）
（安塚二）

やなしまひさ と

梁島尚豊くん
（H23.11.１生）
（下町）

（舟町）

始めよう！「カラダリフレッシュ」始めよう！「カラダリフレッシュ」

ピラティス　（水・金）10～11時　（火・木・土）19～20時
ストレッチ筋トレ　（木）10～11時　（土）20～21時
自力セイタイ　（月）19～20時
ラテンダンス　（火）10～11時　（土）11～12時　（月・水）20～21時
月４回3,000円　月８回4,000円　来たい時間を自由に選べます。

（水・金）11～12時
５週目はお休み
月４回3,000円　月８回4,000円
来たい時間を自由に選べます。

●秋の体操教室
社交ダンスサークル
●初心者限定

　ダンススタジオモリグチ　    0282－82－8852 壬生町至宝三丁目８－６（コープ近く）お申込み・お問合せ
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石室断面模式図

『
車
塚
古
墳
』

　
―
巨
大
石
室
を
支
え
る
基
礎
工
事
―

２
０
１
５
車
塚
古
墳
発
掘
調
査
２

地
域
に
眠
る
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

　
　
本
年
度
の
車
塚
古
墳
と
牛
塚
古
墳

の
成
果
に
つ
い
て
、
何
度
か
に
分
け
て

解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
版

築
」
と
い
う
石
室
を
支
え
る
た
め
の
基

礎
工
事
の
解
説
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
墳
丘
の
南
側
に
大
き
く
開
口
し
た
車

塚
古
墳
の
石
室
は
、
皆
凝
灰
岩
の
大
き

な
一
枚
石
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
石
材
の
重
さ
を
計
算
し
て

み
る
と
、
一
番
重
い
と
思
わ
れ
る
天
上

石
で
約
20
ｔ
、
全
体
で
は
総
重
量
が

62
ｔ
と
、
県
内
で
も
最
大
級
の
石
室

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り

石
室
の
基
礎
部
分
及
び
石
室
の
側
壁
を

支
え
る
裏
側
の
部
分
に
、
「
版
築
」
と

言
わ
れ
る
、
そ
の
当
時
に
お
い
て
は
最

高
の
土
木
技
術
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
技
法
は
、
古

墳
時
代
の
後
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、

お
寺
を
造
る
と
き
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

土
を
層
状
に
積
み
、
上
か
ら
た
た
き
締

め
る
工
事
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
に

よ
り
、
固
く
締
ま
っ
た
土
の
層
を
築
き

あ
げ
ま
す
。
今
で
言
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
基
礎
工
事
と
同
じ
で
す
。
車
塚
古
墳

の
場
合
は
、
こ
の
「
版
築
」
の
層
が
約

１
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
県
内
の
他
の
古
墳
に

は
見
ら
れ
な
い
丁
寧
な
造
り
方
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
お
寺
を
造
る
た
め
の

最
新
の
土
木
技
術
が
、
い
ち
早
く
壬
生

の
地
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
車

塚
古
墳
に
眠
る
人
物
を
推
理
す
る
最
大

の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

おかむらゆめ か

岡村夢花ちゃん
（H23.11.25生）

かん  た

寛大くん
（H26.12.29生）

（栄町）

こばやしか りん

小林花梨ちゃん
（H26.11.19生）
（安塚一）

くまくらあい り

熊倉愛莉ちゃん
（H22.11.20生）
（六美町南部）

は
ん

ち
く




